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山　中　康　行

和本古言梯（抄）
─和装資料訂用語の考察─

はじめに

　和装資料の名称のあいまいさは、使用者が勝手で気ままな使い方をされてきたため、いまだ
に「同名異装、異名同装」の混乱が生じている。本論は、₁₉₀₀年から₂₀₁₂年の間に公にされた
資料をもとに、和装資料の名称の用語を載録し、五十音順に配列することによって、各論者の
主張を比較しやすく構成をした。「書物の装幀のことを云々するようになったのは、「書誌学」
という術語が流行してから後、つまり、昭和時代に入ってから後のことであった。」という先
学者、山岸徳平の卓見を引用して、執筆の意図とする。
　各用語の詳細説明は、拙著「₂₀世紀における和装本装訂名称研究の展開─和本装訂名称に関
する一考察─（図書館情報学紀要 ₃　京都女子大学₂₀₁₆．₂ ）を参照されたい。

〈収録文献〉

₁₉₁₈年代から₂₀₁₂年に刊行された資料から抽出

₁₉₁₈　和田維四郎『訪書余禄』著者私刊本（薪装複製版　臨川書店　₁₉₇₈）
₁₉₂₀　吉澤義則「和漢書の装潢について」『図書館雑誌₄₂』
₁₉₃₂　田中敬『粘葉考　上下』覆刻版　早川書店
₁₉₃₉　『書誌学』第₁₂巻 ₁ 号「本会（日本書誌学会）制定術語原案」『書誌学』昭和 ₉（₁₉₃₄）

年₁₁月「日本書誌学会制定術語」『書誌学会』昭和₁₄（₁₉₃₉）年 ₂月
₁₉₄₁　上田徳三郎『製本乃輯』
₁₉₄₃　日本書誌学会『書誌学　第壱巻　第弐号』（5₈p）『書誌学　第参巻　第五号』（55p）
₁₉₆₀　長澤規矩也『書誌学序説』
₁₉₆₆　伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
₁₉₆₇　植村長三郎『図書館学・書誌学辞典』
₁₉₇₂　川瀬一馬『日本書誌学概説─増訂版─』東京　凸版印刷
₁₉₇₄　橋本不美男『原典をめざして　古典文学のための書誌』笠間書店
₁₉₇₄　長澤規矩也『図解　図書学』
₁₉₇₆　長澤規矩也『古書のはなし─書誌学入門─』富山房
₁₉₇₇　山岸徳平『書誌学序説』東京　岩波書店
₁₉₇₉　池上幸二郎・倉田文夫『本の作り方』東京　主婦と生活社
₁₉₈₂　川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』
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₁₉₈₇　遠藤諦之輔『古文書補修六十年』東京　汲古書店
₁₉₉₀　「国文学研究資料館　第₄₄回常設展示」解説
₁₉₉₁　藤井隆『日本古典書誌学総説』大阪　和泉書院
₁₉₉5　中野三敏『書誌学談義─江戸の版本─』東京　岩波書店
₁₉₉5　国文学資料館　第₆₁回展示（平成 ₇年 ₆月）解説書
₁₉₉₇　櫛笥節男『大和綴について』書陵部紀要　第₄₈号
₁₉₉₈　広庭基介、長友千代冶『日本書誌学を学ぶ人のために』京都　世界思想社
₁₉₉₈　『広辞苑』第 5版　東京　岩波書店
₁₉₉₈　中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』東京　雄山閣
₂₀₀₂　藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　No. ₄₃₆
₂₀₀₃　杉浦克己『改訂版　書誌学』東京　財団放送大学教育振興会
₂₀₀₃　国文学研究資料館　展示解説「和書のさまざま」
₂₀₀₄　藤森馨「古典籍装訂用語の整理に関する試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈ No. ₂
₂₀₀₄　山本信吉『古典籍が語る　書物の文化史』
₂₀₀5　橋口侯之介『和本入門』
₂₀₀₆　櫛笥節男『書庫渉猟』東京　おうふう
₂₀₀₆　吉野敏武『古典籍の装幀と造本』印刷学会出版部
₂₀₀₈　中野三敏「和本教室四　和本のできるまで」『図書』岩波書店
₂₀₀₈　藤本孝一『文書・写本の作り方』日本の美術　No. 5₀5
₂₀₀₈　『広辞苑』第 ₆版
₂₀₁₀　堀川貴司『書誌学入門─古典を見る・知る・読む─』勉誠社
₂₀₁₂　国立国会図書館　H.P

〈凡例〉

₁ ．記載順序：用語、著者、説明文、典拠
₂．用語の配列：五十音順
₃．見出し：旧漢字は現代漢字に改めた。　　　　　
₄．説明文：旧仮名遣いはそのまま使用した。
5．→　・・・　は、・・・を見よ表示。
₆．→：・・・　は、・・・をも見よ表示。
₇．［　　］内は執筆者が説明のために挿入した。
₈．同一用語内の掲載は刊行年順に掲げた。
₉．用語漢字の読み
　筆者が付記している場合（　　）内にひらがな表記をした。付記していない場合（　─　）
で示した。同じ書籍で他の箇所から類推できる場合（　　）内にひらがなで表記をした同じ
用語で読みが同じ場合、公表年順に掲載した。
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　（図書は発行年、雑誌論文等は論文が掲載された雑誌等の発行年順）読み方が同じで、使
用されている漢字が異なる場合には、画数の少ないものから多いものへと掲載した。
　典拠とした書籍に「ふりがな」が示されていない場合には、その用語のふり仮名のついて
いるものにつづけて掲載した。
　例）綴葉装（てつちょうそう）
　　　綴葉装（てっちょうそう）
　　　綴葉装（　─　）読みが不明な場合
₁₀．図のあるものは（図）として示した。
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あさのはとじ

　麻の葉綴（アサノハトヂ）
　　上田徳三郎『製本』（₂₈p）（図）
　麻の葉綴

上幸二郎・倉田文夫『本のつくりかた』
（₄₂p）（図）

　麻の葉綴
川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（ ₃ p）
（図）

　麻の葉綴
藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₇p）
（図）　

　麻の葉綴　→　袋綴
中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₀p）（図）

いちまいもの

　一枚物　→　畳み物　
長澤規矩也『古書のはなし　─書誌学入
門─』（₁₈p）

　一枚物
川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₇p）

　一枚物
広庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₃p）

いつつあなとじ

　五つ穴綴じ
中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₉₃p）

いつつめとじ

　五つ目綴
川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₀p）

いととじ

　糸とじ
橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₁₀p）

　糸綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₁p）
いととじぼん

　糸綴じ本（大和綴じ）
中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₈₃p）

うわとじ

　上綴（本綴）
櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₇p）

おおがたはん

大形（型）判　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₄₆p）
大型判

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）　
おおがたぼん

大型本　

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
おおほん

大本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₄₉p）
大本（おおほん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
おおぼん

大本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
大本

『日本書誌学概説　増訂版』（₁₁5p）
　大本
　　長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）
大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
大本　→　美濃紙

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
大本（オオホン・ダイホン）

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₁p）
おおぼん

大本（美濃本）
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中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₀p）
大本

橋口侯之介『和本入門』（₆₇p）
おりがみそう

折紙装（おりがみそう）

藤本孝一『古写本の姿　日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆』（5₁p）

おりがみれっちょう

折紙列帖

国文学資料館　第₆₁回展示（平成 ₇年 ₆
月）解説書

おりがみれつじょうそうう

→　双葉列帖装

国文学研究資料館「和書のさまざま」
おりじょう

折帖［おりじょう］

橋口侯之介『和本入門』（₃₁p）
おりじょうしたて

折帖仕立［おりじょう］

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₈5p）
（おりじょうじたて）

折帖仕立て

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₆p）
折帖仕立

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₉p）
折帖仕立（おりじょうじたて）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
おりたたみもの

折畳みもの

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₃p）

おりちょう

折帖

中野三敏「和本教室四　和本のできるま

で」『図書』（₆₂p）　
おりちょうじたて

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
おりちょうしたて

折帖仕立て　→　帖仕立て［ちょう］

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₄p）

おりほん

折本　→　摺本

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）
折本

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』₄₂号（₄₂₂p）

折本

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄5p）₁₉₆₆
折本

長澤規矩也『書誌学序説』（₄5p）
折本

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₉p）
折本

山岸徳平『書誌学序説』（₇₇p）
折本

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₂p）
折本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（5₆p）
折本　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₈₀p）

折本（経本・習字本）

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₆₉p）
折本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₄p）
折本
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国文学研究資料館　第₄₄回常設展示解説
折本

廣庭基介・長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₀p）
折本

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₄p）
折本

国文学研究資料館「和書のさまざま」
折本

橋口侯之介『和本入門』（₃₀p）
折本　

吉野敏武『古典籍の装幀と造本』印刷学
会出版部
折本

『広辞苑』第 5版　p. ₄₁₃．『広辞苑』第
₆版（₄₃₇p）

折本

櫛笥節男『書庫渉猟』（₁₆p）
折り本　→　帖装本　

長澤規矩也『図解図書学』（₄₈p）
折り本　→　帖装　

長澤規矩也『古書の話　書誌学入門』
（₁₈p）

おりほんじたて

折本仕立

吉澤義則『和漢書の装潢に就いて』図書
館雑誌　第₄₂号（₄₂₀p）

おりほんそう

折本装

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₃p）
折本装（おりほんそう）

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₁p）
折本装

藤本孝一『文書・写本の作り方』日本の

美術　No. 5₀5（₄₃p）
おりほんそうほん

折本装本

山本信吉『古典籍が語る　書物の文化
史』（5₄p）

かいちゅうぼん

懐中本（かいちゅうぼん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
かけじく

掛軸（かけじく）　

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄₃p）

かさねとじ

重ね綴じ

襲（かさね）綴じ

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₆p）
がじょうじたて

画帖仕立て　→　ちょうしたて　帖仕立て　　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₄p）

画帖仕立

中野三敏「和本教室四　和本のできるまで」
『図書』岩波書店　₂₀₀₈．₉ （₆₂p）　
画帖装

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
かためんおりちょうじたて

片面折帖仕立

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₉p）
がじょうそう

画帖装

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
がちょうしたてのおりほん

画帖仕立ての折本　

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₂p）

からとじ
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唐綴　→　長澤規矩也『書誌学序説』（55p）
唐綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₇₀p）
唐綴　→　大和綴

唐綴（袋綴）川瀬一馬『日本書誌学用語
辞典』（₂₈₂p）
唐綴　→　袋綴

山岸徳平『書誌学序説』　
唐綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』
唐綴　→　線装本　　　

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₆p）
唐閉　→　長澤規矩也『書誌学序説』（55p）
からほん

唐本

長澤規矩也『図解書誌学入門』
からほんしたて

唐本仕立　→　長澤規矩也『書誌学序説』　
（55p）
かりとじ

仮綴（カリトヂ）

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₃p）
仮綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₇₀p）
仮綴　

国文学研究資料館第₆₁回展示解説書
仮綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₉p）
仮綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₃p）
仮綴じ

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₆p）
かんすそう

巻子装　

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（₃₁p）

かんすそうぼん

巻子装本

山本信吉「古典籍が語る」『書物の文化
史』（5₁p）

かんすぼん

巻古本（かんす）

伊地知鐵雄『日本古文書学提要　上巻』
（₄₂p）₁₉₆₆
巻子本

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₂p）
巻子本（クワンスボン）

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₀₈p）
巻子本

長澤規矩也『図解図書学』（₄₆p）
巻子本

澤規矩也『図解書誌学入門』（ 5 p）
巻子本

長澤規矩也『古書の話　書誌学入門』
（₁₄p）
巻子本

山岸徳平『書誌学序説』（₇₄p）
巻子本

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₄₈p）
巻子本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₇₄p）
巻子本　─　巻物仕立　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₇₄p）

巻子本

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（5₉p）
巻子本
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藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₄p）
巻子本

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
巻子本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₂p）
巻子本

中野三敏「和本教室四　和本のできるま
で」『図書』岩波書店　₂₀₀₈.₉（₆₂p）　
巻子本

廣庭基介・長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（5₇p）
巻子本（巻子装）

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₂₈p）
巻子本

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₃p）
巻子本

国文学研究資料館「和書のさまざま」
巻子本（カンスボン）

橋口侯之介『和本入門』（₂₇p）
巻子本

吉野敏武『古典籍の装幀と造本』（₂₆p）
巻子本

櫛笥節男『書庫渉猟』（₁₂p）
巻子本

『広辞苑』第 5版（₆₀₃p）
巻子本

藤本孝一『文書・写本の作り方』日本の
美術　No. 5₀5（5₉p）
巻子本

『広辞苑』第 ₆版（₆₃5p）
かんぽん

韓本（朝鮮本）

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₈ p）
韓本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₇₆p）
きっこうとじ

亀甲綴（キッコウトヂ）

上田徳三郎『製本』（₂₈p）
亀甲綴

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₄₃p）
亀甲綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₇₆p）
亀甲綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₇p）
亀甲綴　→　袋綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₀p）

きょうおりそう

経折装

吉野敏武『古典籍の装幀と造本』（₁₀₃p）
きんそうぼん

巾箱本　→　豆本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』　

くるまそうし

車草子

長澤規矩也『図解図書学』（₄₉p）
長澤規矩也『書誌学序説』（5₆p）　

くるまぞうし

車草子（くるまぞうし）（双紙（ぞうし）

　川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₉5p）
くるみびょうし

くるみ表紙

『書誌学』第参巻第五号　日本書誌学会
（55p）　→　包背装
くるみ表紙

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄₉p）₁₉₆₆
くるみ表紙
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長澤規矩也『書誌学序説』（₄₉p）
くるみ表紙　→　包背装
川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₈ p）
くるみ表紙

長澤規矩也『図解図書学』（5₆p）
くるみ表紙　→　包背装

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
くるみ表紙　→　包背装

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₁p）
くるみ表紙　→　包み表紙　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₇p）
くるみ表紙

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₉5p）
くるみ表紙　→　包背装

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₆p）
くるみ表紙　→　包背装（ほうはいそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
くるみ表紙（包背装）

櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₂p）
包み表紙（くるみびょうし）

『広辞苑』第 ₆版（₈₃5p）
けいへきぼん

奎璧本　→　袖珍本　

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
奎璧本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₉₉p）
けしほん

芥子本

豆本（まめほん）。｢豆本｣ を見よ。川瀬
一馬『日本書誌学用語辞典』（₉₉p）

けしぼん

芥子本　→　袖珍本　

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）　　

芥子本　→　美濃紙　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
芥子本［「ほん」か「ぼん」か読みが不明

のためこここに置いた］　→　豆本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』　　

けんすぼん

巻子本　→　かんすぼん　

植村長三郎『図書館学・書誌学辞典』
（ ₆ p）
巻子本　→　かんすぼん

長澤規矩也『古書のはなし』（₁5p）
巻子本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₀₁p）
巻子本　→　かんすぼん　

広庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₀p）

こうきとじ

康熙とじ　→　線装本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
康熙綴じ

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₉₃p）

康熙綴（コウキトジ）（又は単に康熙）

上田徳三郎『製本』（₂₆p）
康熙綴

長澤規矩也『書誌学序説』（55p）
康熙綴

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₃p）
康熙綴

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）　
康熙綴　→　線装

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₂p）　　

康熙綴　→　袋綴　
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山岸徳平『書誌学序説』　
康熙綴

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₄₁p）
康熙綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₀₆p）　
康熙綴

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₁₂p）
康熙綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₆p）
康熙綴

国文学資料館　第₆₁回展示解説書
康熙綴　→　袋綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₀p）
康煕綴（こうきとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
ごしんがんていほう

五針眼訂法

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₂p）　
五針眼訂法　→　袋綴　

山岸徳平『書誌学序説』
五針眼訂法

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₂₀p）
五針眼訂法　→　袋綴　

広庭基介・長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₈p）
五針眼訂法（ごしんがんていほう）

　→　朝鮮綴（ちょうせんとじ）　

国文学研究資料館「和書のさまざま」
こちょうそう

胡蝶装

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）
胡蝶装

日本書誌学会『書誌学　第参巻　第五
号』（55p）

胡蝶装　

長澤規矩也『図解図書学』（5₄p）
胡蝶装

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₆ p）　　
胡蝶装

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₀p）　

胡蝶装　→　粘葉装　　

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₉p）　
胡（蝴）蝶装　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₂₀p）　
胡蝶装

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₁₄p）　

胡蝶装

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₇₁p）
これは綴葉装とも言われています。遠藤
諦之輔『古文書補修六十年』（₇₇p）
遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₁₉₂p）　

胡蝶装　→　粘葉装　デツチヨウソウ

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₀p）　
胡蝶装

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₈₃p）

胡蝶装

櫛笥節男『大和綴について』書陵部紀要　
第₄₈号（₈₀p）

胡蝶装

廣庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆5p）

胡蝶装　→　粘帖装　

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃5p）　　　　　　　　　　
胡蝶装
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藤森薫『古典籍装訂用語の整理に関する
試論』図書館雑誌　Vol. ₉₈. N₀. ₂（₁₀₇p）

蝴蝶装

吉澤義則『図書館雑誌』₄₂号（₄₂₄p）
蝴蝶装

田中敬『粘葉考』（₇₁p）（図）
蝴蝶装

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₇p）
蝴蝶装

長澤規矩也『図解書誌学入門（図書学図
録入門編 ₄）』（ ₆ p）
蝴蝶装

山岸徳平『書誌学序説』（₈₃p）
こちょうそう

糊牒装　→　粘葉装　

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₉p）

こちょうつづり

胡蝶綴（コテフツヅリ）

上田徳三郎『製本』（₃₁p）　
こちょうとじ

胡蝶とじ

植村長三郎『図書館学・書誌学辞典』
（₁₆₆p）

こていがたせんぷうよう

固定形旋風葉

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₇p）
こほん

小本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
小本

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁5p）
小本

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）　
小本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
小本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₂5p）　
小本

半紙本の半分の大きさの本。藤井隆『日
本古典書誌学総説』（₇₄p）　

小本（こほん）

半紙本の半分の大きさの本。国文学研究
資料館「和書のさまざま」

小本

橋口侯之介『和本入門』（₆₈p）
こぼん

小本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₂p）

こより

紙捻

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₂₆p）
こよりとじほん

紙捻（紙縒・紙撚）綴本

山本信吉『古典籍が語る　書物の文化
史』（₇₆p）

こんにゃくぼん

蒟蒻本　→　こぼん（小本）

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₂p）

さっし

冊子

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）
冊子

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』₄₂号（₄₂₈p）

冊子　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₈₁p）

さっしぼん
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冊子（さつし）本

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』　
（₄₃p）₁₉₆₆
冊子本

櫛笥節男『書庫渉猟』（₂₇p）
さんしんがんていほう

三針眼訂法　→　袋綴　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₈p）　
ししんがんていほう

四針眼訂法　→　袋綴　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₈p）
四針眼訂法

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₃₆p）
四針眼訂法

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₈p）　
四針眼訂法

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₁₂p）
四針眼訂法（ししんがんていほう）

　→　四つ目綴（よつめとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」　
四針眼訂法　→　線装本

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No ₂（₁₀₆p）

しゅかん

手巻　→　巻子本　

広庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』

したて

仕立て

山岸徳平『書誌学序説』（₇₄p）
長澤規矩也『古書のはなし─書誌毛矩入
門─（₁₈p）

したとじ

下綴　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₃₈p）

下綴

櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₇p）
していそう

紙釘装（していそう）

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄₉p）₁₉₆₆
紙釘装

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₃₉p）
紙釘装

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₉p）　

紙釘装

藤諦之輔『古文書補修六十年』（₁₀₂p）
紙釘装

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₀p）
紙釘装

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₃p）　
紙釘装（していそう）

国文学研究資料館　「和書のさまざま」
紙釘装

櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₂p）
していとじ

紙釘綴

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₄p）

しゅうほん

褶本

荒木一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₄5p）
しゅうほん

摺本　→　帖装本　

長澤規矩也『図解図書学』（₄₈p）
褶本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₄5p）
しゅうじのてほん

習字の手本　→　折本　
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橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』

しゅうちんぼん

袖珍本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
袖珍本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₄5p）
袖珍本　→　豆本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』
袖珍本（しゅうちんぼん）

　→　特小本（とくこほん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
じょう

帖

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₄₇p）
じょうしたて

帖仕立

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₇₂p）

じょうそう

帖装　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₄₉p）
じょうそうぼん

帖装本

長澤規矩也『図解図書学』（₄₈p）
帖装本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ 5 p）
帖装本

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₁₈p）
帖装本　→　折本　　

国文学研究資料館「和書のさまざま」
帖装本

櫛笥節男『書庫渉猟』（₁₆p）
しょうばん

小板　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁5₁p）
しょうほん

摺本　→　折本

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₈₀p）

摺本　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁5₃p）　
じょうほん

帖本　→　折本　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₈₀p）

しょけい

書型

橋口侯之介『和本入門』（₆₆p）
しんちょうがた

清朝型　→　縦長本（清朝仕立て、清朝型）

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

しんちょうしたて

→　縦長本（清朝仕立て、清朝型）　　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

すりほん

摺本

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）
摺本

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂₀p）

摺本

長澤規矩也『書誌学序説』（₄5p）
摺本

山岸徳平『書誌学序説』（₇₉p）
摺本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₆5p）
すんちんぼん
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寸珍本　→　袖珍本　

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
寸珍本

ポケット用の特小本。長澤規矩也『図解
図書学』（₆₂p）
寸珍本

豆本（まめほん）。「豆本」を見よ。　川
瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₆₇p）
寸珍本（すんちんぼん）

　→　特小本（とくこほん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
寸珍本　→　豆本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

せんそう

線装

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₃p）
線装

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₂p）
線装

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₁5₀p）
線装

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₇p）　
線装

山本信吉『古典籍が語る　書物の文化
史』（₇5p）

せんそうとじ

線装綴

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₄p）　

せんそうぼん

線装本

長澤規矩也『書誌学序説』（55p）
線装本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
線装本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₇₀p）
線装本　→　袋綴じ

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

線装本

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₆p）　
線装本（せんそうぼん））

橋口侯之介『和本入門』（₃₇p）
せんそうぼんふくろとじ

線装本袋綴

吉野敏武『古典籍の装幀と造本』（₁₁₈p）
せんてい

線訂　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₈p）

せんぷうそう

旋風装

藤本孝一『文書・写本の作り方』日本の
美術　No. 5₀5（₆₂p）

せんぷうよう

旋風葉

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂₈p）

旋風葉（せんぷうよう

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄5p）₁₉₆₆
旋風葉

長澤規矩也『書誌学序説』（₄5p）
旋風葉（センプウエフ）

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₇ p）
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旋風葉

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₁₈p）　
旋風葉

山岸徳平『書誌学序説』（₇₉p）　
旋風葉

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₇p）
旋風葉

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₇₁p）
旋風葉　　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₇₃p）　
旋風葉

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₇p）　
旋風葉

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
旋風葉

廣庭基介・長友千代『日本書誌学を学ぶ
人のために』（₆₂p）　
旋風葉

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃5p）
旋風葉

国文学研究資料館「和書のさまざま」
旋風葉

櫛笥節男『書庫渉猟』（₂₀p）
旋風葉

『広辞苑』第 5版（₁5₃₁p）　
せんぷうようそう

旋風葉装

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₆₆p）
そうこう

装潢

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂₀p）
装潢

田中敬『粘葉考　上下』
装潢

長澤規矩也『書誌学序説』（5₂p）
装潢　→　装訂

長澤規矩也『古書のはなし』（₁₀p）
装潢　→　装幀

山岸徳平『書誌学序説』（₇₁p）
そうし

册子

田中敬『粘葉考　上下』　
册子

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₃p）

そうしぼん

冊子本

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₇ p）

そうてい

装丁　→　装潢　

長澤規矩也『古書のはなし』（₁₀p）　
装丁

杉浦克巳『改訂版書誌学』（₃₃p）
装訂

長澤規矩也『書誌学序説』（5₂p）　
装訂

装訂（装潢　潢とは紙を強くする為に染
める意）は、書籍の形態の根本である。
川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₇ p）
装訂

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₃ p）　
装訂

長澤規矩也『古書のはなし』（₁₀p）
装訂（幀・釘）

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』東京、
雄松堂、₁₉₈₂.（₁₇5p）　
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装訂

中野三敏『書誌学談義　江戸の版本』
（₇₂p）
装訂　

廣庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（55p）

　装訂　
藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（₄₈p）　　
装訂

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₂p）
装訂

国文学研究資料館「和書のさまざま」
「そうてい」の「てい」の字について
「訂」、「幀」、「釘」、「丁」の文字が使わ
れ一定していないが、各種辞典について
の説明によれば「装訂」が正しいとある。
諸橋轍次編『大漢和辞典』、『日本国語大
辞典』小学館　第二版　₂₀₀₁粘、川瀬一
馬著『日本書誌学事典』雄松堂　₁₉₈₂年、
長澤規矩也編箸『図書学辞典』汲古書院　
₁₉₇₉年、『国史大事典』吉川弘文館　
₁₉₇₉年、『大百科事典』₁₉₈₄年、第五版
『広辞苑』。櫛笥節男『書庫渉猟』（₁5p）
装釘

「書誌学」第壱巻第弐号　日本書誌学会
（₄₀p）　
装釘　→　装訂　

長澤規矩也『古書のはなし』（₁₀p）
装釘

長澤規矩也『図解図書学』（5₂p）
装釘　→　装幀

山岸徳平『書誌学序説』（₇₁p）
装幀

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）

装幀

『書誌学』第参巻第五号　日本書誌学会
（5₄p）
装幀

山岸徳平『書誌学序説』（₇₁p）　
装幀

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（5₉p）
そうてい　【装丁・装釘・装幀】

『広辞苑』第 5版。『広辞苑（第 ₆版）』
東京、岩波書店、　

装幀

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₇p）

装幀　→　装訂

廣庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（55p）　

そうていほう

装幀法

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₇₃p）

そうようてつちょうそう

双葉綴葉装

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₃p）　
そうようれつじょうそう

双葉列帖装

国文学研究資料館「和書のさまざま」
双葉列帖装

藤井隆『日本古典書誌学総説』
だいふくちょう

大福帳

上田徳三郎『製本』（₃₈p）
大福帳

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₇₃p）

だいふくちょうしき

大福帳式
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山岸徳平『書誌学序説』（₁₁₀p）
だいふくちょうじたて

大福帳仕立

山岸徳平『書誌学序説』
大福帳仕立

藤井隆『日本古典書誌学総説』
だいふくちょうそう

大福帳装

山岸徳平『書誌学序説』
だいほん
大本

　　川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₈₄p）　
たたみもの

畳み物

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₆ p）
畳み物

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₁₈p）
畳み物

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₈5p）
畳み物

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₀p）　
畳物　→　一枚物

廣庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₃p）

たてちょう

竪帖　　　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₈5p）
たてながぼん

たてなが本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₈5p）
縦長本

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₀p）　　
縦長本（清朝仕立て、清朝型）
中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₃p）　

縦長本（たてながぼん）

国文学資料資料館「和書のさまざま」
縦長本

橋口侯之介『和本入門』（₆₉p）
ちゅうほん

中本　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₁p）
ちゅうぼん

中本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）　
中本

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁5p）
中本　→　美濃紙　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
中本

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）
中本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）　
中本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₃p）　
中本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₁p）　

中本

橋口侯之介『和本入門』（₆₇p）
ちつがたおりほん

帙形折本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₆p）
ちゅうほん

中本

国文学研究資料館「和書のさまざま」
ちょうしたて

帖［ちょう］仕立て

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₄p）
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ちょうせんとじ

朝鮮綴

長澤規矩也『書誌学序説』（55p）
朝鮮綴（ちょうせんとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
朝鮮綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₃p）
朝鮮綴

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
朝鮮綴（五つ目綴）

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₇p）
朝鮮綴

国文学資料館　第₆₁回展示（平成 ₇年 ₆
月）
解説書

ちょうせんぼん

朝鮮本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₈ p）
朝鮮本　→　韓本（朝鮮本）

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₈ p）
朝鮮本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₃p）　
朝鮮本

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』　
ちょうそう

帖装　→　折本　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』　
帖装

長澤規矩也『書誌学序説』（₄5p）　
帖装

長澤規矩也『古書の話　書誌学入門』
（₁₇p）

ちょうそう

蝶装

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₂p）
ちょうそうぼん

帖装本　→　折本　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』
帖装本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₆p）
帖装本　

長澤規矩也『図解図書学』（₄₈p）　
帖装本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ 5 p）　
帖装本　→　帖装　

長澤規矩也『古書の話　書誌学入門』
蝶装本

長澤規矩也『書誌学序説』（₄5p）
ちょうほん

帖本　→　帖装本

長澤規矩也『図解図書学』（₄₈p）
つぎがみ

継ぎ紙

山岸徳平『書誌学序説』（₇₄p）
つぎほん

継本　

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₄p）
つつみひょうし

つつみ表紙　→　包背装　　

『書誌学』第参巻第五号　日本書誌学会
（55p）
つつみ表紙

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₉p）
包表紙

日本書誌学会（₄₆p）
包表紙

長澤規矩也『図解図書学』（5₆p）　
包表紙

藤本孝一『文書・写本の作り方』日本の
美術　No. 5₀5（₆₄p）

包表紙（つつみびょうし）

『広辞苑』第 ₆版　₁₈₇₆
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包み表紙　→　包背装　

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
包み表紙　→　包背装

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
包み表紙　→　包背装

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₁p）
包み表紙

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₇p）　
包み表紙

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉5p）
包み表紙　→　包背装　

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₆p）
包み表紙　→　包背装（ほうはいそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
つつみひょうしがたおりほん

包み表紙形折本

藤井隆『日本古典書誌学総説』
てかがみ

手鑑　→　折本

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』
手鑑

櫛笥節男『書庫渉猟』（₂₄p）
てかがみじょう

手鑑帖

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃5p）

てつちょうとじ

鉄杖閉

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₉p）
鉄 閉　→　綴葉

長澤規矩也『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₇ p）
鉄杖閉

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₁）　

てつちょう

綴帖（　─　）（装）　→　大福帳式　　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₂p.₁₁₀p）　
てっちょう

綴葉（デツテフ）

日本書誌学会『書誌学』第参巻　第五号
（55p）　
綴葉（てつてふ）

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₇ p）₁₉₇₂
綴帖装　→　大和綴・大福帳

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₄p）
綴帖装　→　綴葉装

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₁p）
綴葉（てっちょう）

廣庭基介、長友千代冶『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆5p）₁₉₉₈

てつちょうそう

綴葉装

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₉p．5₇p）　
₁₉₆₀

綴葉装（テツエフサウ）

川瀬一馬『日本書誌学説増訂版』（₁₁₁p）　
綴葉装（　─　）

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₉p）
長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₆ p）

綴葉装（　─　）

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₆ p）　
₁₉₇₆

綴葉装（　─　）

長澤規矩也『古書のはなし　─書誌学入
門─』（₂₀p）　

綴葉装　→　大福帳式

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₃p．₁₁₀p）
綴葉装（てつちょうそう）

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₇p）
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綴葉装（てつちょうそう）〔列帖装（レツ

ジョウソウ）。綴帖装（テツジョウソウ）〕

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₁p）
綴葉装（てつようそう）（てっちょうそう）

→　列帖装（れつじょうそう／ｌれっちょ

うそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
綴葉装（てつちょうそう）

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₂₈p）₁₉₉₈
綴葉装（てつちょうそう）

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₁p）
綴葉装（てっちょうそう）（てつようそう）

→　れつじょうそう　列帖装（れつじょう

そう／れっちょうそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
₂₀₀₃

てっちょうそう

【綴葉装】（テイヨウソウとも）

『広辞苑』第 5版（₁₈₃₃p）　
綴葉装（てっちょうそう）

『広辞苑』第 ₆版（₁₉₂₄p）₂₀₀₈
綴葉装（　─　）

大和綴・綴葉装・列帖装　

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試 論」『図 書 館 雑 誌』Vol. ₉₈. No. ₂
（₁₀₆p）₂₀₀₄
綴葉装（　─　）（列帖装）　　　

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₆p）　
てっちょうそう

綴帖装（　─　）　→　大福帳式　　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₃p）　
てつちょうそうぼん

綴葉装本（てつちょうそうぼん）

山本信吉『古典籍が語る　書物の文化

史』（₆5p）₂₀₀₄
てつようそう

綴葉装

→　れつじょうそう　列帖装（れつじょう

そう／れっちょうそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
てっちょうとじ

綴葉綴

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）
でつちょう

粘葉

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂5p．₄₂₈p）　

粘葉（蝶蝶装）

田中敬『粘葉考』（ 5 p．₆₉p．₇₁p）
粘葉

日本書誌学会『書誌学』第参巻　第五号
（55p）
粘葉

植村長三郎『図書館学・書誌学辞典』
（₃₁₈p）
粘葉

長澤規矩也『書誌学序説』（₄₇p．₄₉p．5₇p）
粘葉

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（ ₇ p）
粘葉

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₁p）　
粘帖装

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）　
粘葉装

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）
粘葉装（でつちょうそ）（胡蝶装）

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄₆p）₁₉₆₆
粘葉装（デツエフサウ）
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川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₁p）
粘葉装（でっちょう）

長澤規矩也『古書のはなし　─書誌学入
門─』（₂₀p）₁₉₇₆
粘葉装（でつちょう）　

山岸徳平『書誌学序説』（₈₂p．₈₃p．
₁₀₂p）
粘葉装

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₉p）
粘葉装（でつちょうそう）

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₇p）
粘葉装（でつちょうそう）

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₇₃p）
橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₉₃p）
粘葉装

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₁₉₂p）
粘葉装　デツチヨウソウ

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₀p）
粘葉装　デツチヨウソウ

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₀p）
粘葉装（でっちょうそう）

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
粘葉装（でつちょうそう）

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₈₃p）
粘葉装

櫛笥節男「大和綴について」　書陵部紀
要第₄₈号（₈₀p）
粘葉装（でっちょうそう）

広庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₃p）
粘葉装（でつちょうそう）

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₂₈p）
粘葉装（でっちょうそう）

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₁p）

粘葉装

杉浦克巳『改訂版書誌学』（₃5p）
粘葉装（でっちょうそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
粘葉装

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No ₂（₁₀₇p）

粘葉装（でつちょうそう）

橋口侯之介『和本入門』（₃₁p）　
粘葉装（でつちょうそう）

吉野敏武『古典籍の装幀と造本』（₆₆p）
粘葉装（でっちょうそう）（胡蝶装）

櫛笥節男『書庫渉猟』（₂₇p）
粘葉装

『広辞苑』第 5版　₁₈₃₃p
粘葉装（でっちょうそう）

『広辞苑』第 ₆版　₁₉₂₄p
でつちょうそうほん

粘葉装本

山本信吉『書物の文化史』（5₆p）
粘帖装（でっちょうそう）

　＊「よみ」執筆者に確認済
杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃5p）

粘帖装（　─　）

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）　
長澤規矩也『古書の話─書誌学入門─』
（₂₀p）
粘葉綴（　─　）

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）
粘葉綴　→　蝴蝶装　

田中敬『粘葉考』（₆₉p）
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粘葉綴

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）₁₉₇₀
粘葉綴

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₄p）

とうほん

唐本

上田徳三郎『製本』（₂₇p）
唐本

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₄₆p）
唐本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₀₈p）
とうほんじたて

唐本仕立

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₀₈p）
とくおおほん

特大本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₁p）
特大本（とくおおほん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
とくおおぼん　

特大本

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）　
特大本

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）　
特大本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
とくこほん

特小本　

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）　　　
特小本

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）
俗称豆本（₆₂p）　
特小本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）

特小本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₃p）
特小本　→　豆本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

特小本（とくこほん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
とくしょうほん

特小本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₀₉p）
特小本

橋口侯之介『和本入門』（₆₈p）
とくだいほん

特大本　→　とくおおほん　

藤井隆『日本古典書誌学総説』
特大本

橋口侯之介『和本入門』（₆₈p）
ながちょうとじ

長帳綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₇p）
長帳綴

袋綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₃p）

なかとじ

中綴

　倉田文夫『本のつくり方』（₂₄p）
のりいれがじょう

糊入れ画帖

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（5₂p）

ばじょうぼん

馬上本　→　豆本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

はんしぼん
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半紙本

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁5p）
半紙本　→　美濃紙　　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
半紙本

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）
半紙本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
半紙本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₃p）
半紙本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₁p）　
半紙本（はんしぼん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
半紙本

橋口侯之介『和本入門』（₆₈p）
はんとりちょう

判取帳

上田徳三郎『製本』（₃₈p）
判取帳

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₇₆p）
判取帳

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₃₁p）
判取帳　→　袋帳綴（フクロチョウトジ）　

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₃p）
はんぽん

版本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₇₆p）
板本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

ひなまめほん

雛豆本　→　袖珍本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
雛豆本　→　豆本　　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₃p）

ひょうじゅんがたおりほん

標準型折本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（5₇p）
ひらひもとじ

平ひも綴

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₆₈p）

ふくろさっし

袋冊子

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂₈p）

ふくろじたて

袋仕立

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₄₃p）　
ふくろつづりそうほん

袋綴装本（明朝装・康熙装・朝鮮装）

山本信吉『古典籍が語る　書物の文化
史』（₇₄p）

ふくろちょうとじ

袋帳綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₃p）
ふくろとじ

袋とじ　→　線装　

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₂p）　

袋とじ

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₁p）　

袋とじ

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₄₃p）
袋とじ

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₄p）
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袋とじ

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
袋綴

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₆p）
袋綴じ

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₇p）
袋とじ　

『広辞苑』第 5版』（₂₃₂₂p）
袋綴じ

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₉₁p）
中野三敏「和本教室四　和本のできるま
で」『図書』岩波書店　₂₀₀₈. ₉ （₆₂p）　
袋綴じ

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₇p）
袋綴

吉澤義則『図書館雑誌』₂₂₀号（₄₂₂p）
袋綴

日本書誌学会『書誌学　第参巻　第五
号』（55p）
袋綴

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄₈p）₁₉₆₆
袋綴

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₃p）
袋綴

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₆p）
袋綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₄₃p）
袋綴　→　線装　　　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₈p）
→　糸とじ　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₁₀p）

袋綴

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
袋綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₄p）
袋綴

広庭基介・長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₈p）

袋綴　→　線装本別名袋綴

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₆p）
袋綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₀p）
袋綴（ふくろとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
袋綴

櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₃p）
袋綴装（ふくろとじそう）

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
N₀. ₄₃₆（5₁p）

ほうじょう

法帖　→　折本

杉浦克巳『改訂版書誌学』（₃₄p）
法帖

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃5p）
法帖

櫛笥節男『書庫渉猟』（₂₃p）
ほうじょうじたて

法帖仕立て　→　折帖仕立て　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₇₆p）

法帖仕立

長澤規矩也『書誌学序説』（₄5p）
法帖仕立　→　帖装本　

長澤規矩也『図解図書学』（₄₈p）
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法帖仕立

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂5₂p）
ほうじょうとじ

法帖綴じ　→　折本　

杉浦克己『改訂版書誌学』（₃₄p）
ぼうずとじ

坊主綴　→　中綴　

池上幸二郎・倉田文夫『本の作り方』和
本仕立て（₂₄p）

ほうはいそう

包背装

『書誌学』第参巻　第五号（55p）
包背装

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）
包背装

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₂p）
包背装

長澤規矩也『図解図書学』（5₆p）
包背装

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
包背装

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₁p）
包背装　→　包み表紙　　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₇p）
包背装

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂5₃p）
包背装

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₆p）
包背装

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₆p）
包背装

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
包背装

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂5₃p）
包背装

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
包背装（包み表紙・くるみ表紙）

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₆p）
包背装

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
包背装

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₈₁p）

包背装（ほうはいそう）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
まきほん

→　巻本　　

広庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₀p）

まきもの

巻物　→　　

広庭基介、長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₀p）

まくらぼん

枕本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
枕本　→　美濃紙　　　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
ますがたぼん

升形本

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₇₆p）
枡形本　

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₀p）
枡形本

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）　
枡形本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
枡形本　→　美濃紙　　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
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枡形本

ほぼ正方形で枡の形に似ているからの称。
川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₆₄p）
枡型本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₈p）
枡形本（ますがたぼん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
枡形本

橋口侯之介『和本入門』（₆₉p）
まめほん

豆本　→　袖珍本　

長澤規矩也『書誌学序説』（5₉p）
豆本　→　枡形本　

長澤規矩也『図解図書学』（₆₀p）
豆本　→　大本　　

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
豆本　→　美濃紙　　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
豆本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₃₁p）
豆本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₃p）
豆本（まめほん）

→　特小本（とくこほん）

国文学研究資料館　和書のさまざま
豆本

橋口侯之介『和本入門』（₆₈p）
みせいほん

未製本

長澤規矩也『書誌学序説』（5₄p）
みつきりほん

三つ切り本　→　横本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆₇p）　

みのがみ

美濃紙

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₆₇p）
みのし

美濃紙

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
みのばん

美濃版　→　美濃紙　　

池上幸四郎『本のつくりかた』（₂5p）
みのぼん

美濃本

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁5p）
美濃本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₇₀p）　　　
みんちょうとじ

明朝綴　→　袋綴　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₈p）
明朝綴

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₁₂p）

明朝綴（四つ目綴）

藤井隆　『日本古典書誌学総説』（₆₆p）
（図）
明朝綴　→　線装本

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₆p）
明朝綴　→　袋綴　　

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₀p）
明朝綴（みんちょうとじ）

→　四つ目綴（よつめとじ）　

国文学研究資料館「和書のさまざま」
むすびとじ

結びとじ

植村長三郎『図書館学・書誌学辞典』
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（₄5₀p）₁₉₆₇
結びとじ　→　大和とじ　　　

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₈ p）　
₁₉₇₆
結びとじ　→　大和とじ

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₃p）₁₉₇₆
結び綴じ　

中野三敏『江戸の版本 書誌学談義』
（₉₆p）₁₉₉5
結び綴じ

『広辞苑』第 5版（₂5₉₉p）
結び綴じ　→　大和綴じ（やまととじ）

『広辞苑』第 ₆版（₂₈₄₁p）　₂₀₀₈
結び綴（ムスビトヂ）　→　大和綴　　　
川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₂p）₁₉₇₂
結び綴

長澤規矩也『図解図書学　図録編』（₆₀p）
₁₉₇₄
結び綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₇₂p）
₁₉₈₂
大和綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₈₂p）
₁₉₈₂
結び綴

櫛笥節男「大和綴について　─歴史史料
からの検証─」『書陵部紀要』第₄₈号
（₈₀p）₁₉₉₆
結び綴　→　大和綴　

広庭基介、長友千代冶『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆₉p）₁₉₉₈
結び綴

櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₀p）₂₀₀₆
結び綴（むすびとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
₂₀₀₃

結綴（むすびとじ）

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試 論」『図 書 館 雑 誌』Vol. ₉₈. N₀. ₂
（₁₀₇p）₂₀₀₄

むつはんしそうし

六半紙草子

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
むつはんしぼん

六つ半紙本

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
むつはんぼん

六半本

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
六つ半本

→　枡形本（ますがたぼん）　　

国文学研究資料館「和書のさまざま」
やつはんしそうし

八半紙草子

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
やつはんしぼん

八つ半紙本

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
やつはんぼん

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
やまとつづりほん

山本信吉『古典籍が語る　書物の文化
史』（₆₂p）

やまととじ

大和とじ

『図解書誌学入門』（ ₈ p）
大和とじ

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₃p）

大和綴じ　→　糸綴じ本　　　　
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中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₈₄p）
大和綴じ

杉浦克巳『改訂版　書誌学』（₃₇p）
大和綴じ

『広辞苑』第 5版（₂₆₉₆p）
大和綴じ（やまととじ）

『広辞苑』第 ₆版（₂₈₄₁p）
大和綴

大和綴

吉澤義則「和漢書の装潢について」『図
書館雑誌』₄₂号（₄₂₆p）
大和綴

田中敬『粘葉考』（₇₀p）
田中敬『粘葉考』十四　余論
大和綴（ヤマトトヂ）

上田徳三郎『製本』（₂₉p）
大和綴

日本書誌学会『書誌学』第参巻　第五
号』（5₆p）
大和綴（やまととじ）

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』　
（₄₈p）₁₉₆₆
大和綴

長澤規矩也『書誌学序説』（5₈p）
大和綴（ヤマトトヂ）

川瀬一馬『日本書誌学概説　増訂版』
（₁₁₂p）
大和綴

長澤規矩也『書誌学序説』5₈p
長澤規矩也『図解図書学』（ ₇ p．₆₀p）
長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₈ p）
長澤規矩也『古書のはなし─書誌学入門
─』（₂₃p）
大和綴

山岸徳平『書誌学序説』（₁₀₂p）

山岸徳平『書誌学序説』（₁₁₀p）
［大和綴に大福帳式を含めているが「綴
帖装」とか「列帖装」がよい。この二つ
の熟語の説明がない。］

大和綴

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₄₄p）
大和綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₈₂p）
大和綴

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₁₀₄p）

大和綴

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₁₉p）
大和綴

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₄p）
大和綴

国文学研究資料館　和書のさまざま　展
示解説書₁₉₉₀

大和綴

櫛笥節男「大和綴について」書陵部紀要　
第₄₈号（₈₀p．₈₁p）

大和綴

廣庭基介、長友千代冶『日本書誌学を学
ぶ人のために』

大和綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₃p）
大和綴

藤本孝一『古写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₇p）₂₀₀₂

大和綴（やまととじ）

→　結び綴（むすびとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
大和綴

大和綴・綴葉装・列帖装　
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藤森馨「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. N₀. ₂（₁₀₇p）
大和綴

吉野敏武『古典籍の装幀と造本』（₈₃p）
₂₀₀₆
大和綴

櫛笥節男『書庫渉猟』（₃₁p）
よここほん

横小本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₈₄p）
よことじほん

横綴本　→　横本

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₀p）
よこながぼん

横長本　→　美濃紙　　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）
よこほん

横本　　

各美濃紙・半紙を横に二つ切りにしたも
のを横本という。
長澤規矩也『書誌学序説』（₆₀p）
横本　→　大本

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₇ p）
横本　→　美濃紙　　

池上幸二郎『本のつくりかた』（₂5p）　　
横本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₈5p）
横本

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₆5p）
横本（よこほん）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
横本　　　　

橋口侯之介『和本入門』（₆₉p）
よつあなとじ

四つ穴綴じ

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』（₉₃p）

よつきりぼん

四つ切り本　→　横本　

中野三敏『書誌学談義　─江戸の版本
─』

よつはんしそうし　　　

四半紙草子

長澤規矩也『書誌学序説』（₆₁p）
よつはんしぼん

四つ半紙本

よつはんぼん

四半本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₈5p）
よつめとじ

四つ目綴（又は単に四つ目）

上田徳三郎『製本』（₂₆p）
四つ目綴　→　袋綴　

山岸徳平『書誌学序説』（₃₃p）
四つ目綴　

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』
（₃₃p）
四つ目綴

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₈5p）
四つ目綴　→　明朝綴　

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₆p）
四つ目綴（よつめとじ）

国文学研究資料館「和書のさまざま」
四つ目綴　

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₆p）
四つ目綴　→　袋綴

中藤靖之『古文書の補修と取り扱い』
（₃₀p）
四つ目綴じ　→　糸とじ　　

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
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のための書誌』（₁₁₀p）
りょうし

料紙

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂5₃p）
りょうめんおりちょうじたて

両面折帖仕立

藤井隆『古典書誌学総説』（5₉p）
れっちょう

列丁（　─　）

和田維四郎『訪書餘録』（5₁p）₁₉₁₈
列帖（れつちょう）

吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂5p）　
吉澤義則「和漢書の装潢に就いて」『図
書館雑誌』第₄₂号（₄₂₈p）₁₉₂₀
列帖（　─　）

中野三敏「和本のできるまで」『図書』
₂₀₀₈. ₉ （₆₂p）
列綴（　─　）　　　

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₈p）
₂₀₀₄

れつじょうそう

列状装（れつじょうそう）

藤本孝一『写本の姿』日本の美術 ₉　
No. ₄₃₆（5₄p）　

れつちょう

列帖装（　─　）

長澤規矩也『図解図書学』（5₄p）
列帖装（綴葉装）（　─　）

長澤規矩也『図解書誌学入門』（ ₆ p）　
列帖装　→　大福帳式　　

山岸徳平『書誌学序説』（₁₁₀p）
列帖装（れつじょうそう）（綴葉装）（てつ

ちょうそう）

池上幸二郎・倉田文夫『本のつくり方』

（₆₁p）₁₉₇₇
列帖装（れつじょうそう）（綴葉装）（てつ

じょうそう）

橋本不美男『原典をめざして　古典文学
のための書誌』（₉₆p）

れつじょうそう

国文学研究資料館「和書のさまざま」
列帖装（　─　）

大和綴・綴葉装・列帖装　

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. N₀. ₂（₁₀₆p）

列帖装（　─　）

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₀p）

列帖装（れつじょうそう）：

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₁₉₇p．
₂₉₂p）　

列帖装（れつじょうそう）

藤井隆『日本古典書誌学総説』（₆₁p）
列帖装（れつりょう）　

伊地知鐵男『日本古文書学提要　上巻』
（₄₇p）
列帖装（れっちょうそう）

国文学研究資料館　第₆₁回展示解説書
列帖装（れっちょうそう）　→　胡蝶装　　

廣庭基介、長友千代冶『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆5p）　

列帖装（　─　）

杉浦克巳『改訂版　書誌学』
れつじょうそう

国文学研究資料館「和書のさまざま」
列帖装（れつちょうそう）

橋口侯之介『和本入門』（₃₂p）
列帖装（れっちょうそう）

『広辞苑』第 5版（₁₈₃₃p）₁₉₉₈
『広辞苑』第 ₆版（₁₉₂₄p）₂₀₀₆
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列葉装（　─　）　

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）₁₉₇₀
列葉装（　─　）　

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₀p）　

れっちょうとじ

列帳閉　　　

藤森薫「古典籍装訂用語の整理に関する
試論」『図書館雑誌』Vol. ₉₈. No. ₂（₁₀₇p）
₂₀₀₄
列葉綴

長澤規矩也『書誌学序説』（5₇p）
列葉綴

長澤規矩也『古書のはなし　書誌学入
門』（₂₀p）
列葉綴　→　胡蝶装　

広庭基介・長友千代治『日本書誌学を学
ぶ人のために』（₆5p）　
列帖装（　─　）　　　　　　

綴葉装の異称。長澤規矩也『書誌学序
説』（5₇p）　
列帖綴（　─　）　　　

綴葉装の異称。長澤規矩也『書誌学序
説』（5₇p）
列帖（れっちょう）

吉澤義則「和漢書の装潢について」図書
館雑誌₄₂号（₄₂5p）　

ろくしんがんていほう

六針眼訂法　→　袋綴

山岸徳平『書誌学序説』　　
六針眼訂法

橋本不美男『原典をめざして』₁₁₂p
六針眼訂法（ろくしんがんていほう）

→　康煕綴（こうきとじ）　

国文学研究資料館「和書のさまざま」
わそうぼん

和装本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₉₆p）
わとじ

和綴　→　袋綴　　

山岸徳平『書誌学序説』
わとじ

和綴（袋綴）

遠藤諦之輔『古文書補修六十年』（₁₈p．
₁₀₄p）

わほん

和本

長澤規矩也『図解図書学』
和本

長澤規矩也『図解書誌学入門』
和本　→　袋綴

山岸徳平『書誌学序説』
和本

川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』（₂₉₇p）
わほんじたて

和本仕立

長澤規矩也『書誌学序説』（55p）
和本仕立て

池上幸二郎『本のつくり方』（₂₃p）




